
適合度の検定 
 

１．目的 

 

期待度数に対する実測度数の適合性を検定します。 

ｎ個のカテゴリＡ１～Ａｎの期待度数をＢ１～Ｂｎ、実測度数をＣ１～Ｃｎとしたとき、 
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で計算された 𝜒２ は自由度 n - １ の 𝜒２自乗分布に従うので、実測度数より検定します。 

 

帰無仮説 ： 実測度数は期待度数の分布から得られた。 

対立仮説 ： 実測度数は期待度数の分布から得られていない。つまり期待度数に誤りがある。 

 

２．使用法 

（１） メニューの選択 

メニューの「統計解析→その他検定→適合度の検定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） パネルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計算結果が 

表示される部分 

棄却域の確率を示します。 

通常 5%を利用するので、 

デフォルトで５が指定されて 

いる。変更可能。 

 



（３） データの入力 

 

パネルの下のグリッド部分にデータを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データは 表計算ソフトのデータをコピーして貼り付けます。 

ここには 直接入力する方法はありません。 

 

ID の欄はカテゴリ名を入力します。計算にはかかわらないので、自由に指定してください。 

 

出現確率は“％”で記述します。 出現確率の合計は １００ でなければなりません。 

 

観測度数は 実際に出現した回数を記述します。 

 

サイコロを６０回投げた時に出る目の数をカウントすることを例題にします。 

表計算上で 左図のように記述されているとして、右図の部分をグリッド部分にコピーします。 

 

  サイコロの目 確率(％) 頻度 

1 1 の目 16.666 13 

2 2 の目 16.666 16 

3 3 の目 16.666 34 

4 4 の目 16.666 32 

5 5 の目 16.666 8 

6 6 の目 16.666 17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 計算条件の指定 

 

 
 

    “有意水準”には デフォルトで ５ が措定されています。変更できます。 

 

 

  サイコロの目 確率(％) 頻度 

1 1 の目 16.666 13 

2 2 の目 16.666 16 

3 3 の目 16.666 34 

4 4 の目 16.666 32 

5 5 の目 16.666 8 

6 6 の目 16.666 17 



 

（５） 計算実行 

             ボタンを押すと計算されます。 

 

（６） 計算結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算された𝜒２値は 27.9 で帰無仮説の棄却域(11.07、∞)にあるため、帰無仮説は 

棄却されます。 

 


